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【豊富なコンテンツをタイムリーに掲載】
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①第一線の専門家が時事問題を解説
年間100本以上のセミナーを東京・大阪で開催

ホームページで、セミナー開催情報を入手、参加のお申し込みも簡単にできます。
①参加するセミナーにチェック
②「セミナー申し込み」をクリック
③お申し込み画面より必要事項を記入し、「確認」をクリック。
④確認のＥメール（QRコード付）をお送りします。セミナー受講の際には、恐れ入
りますがメールを印刷いただき、受付でQRコードをご提示ください。

①

②
セミナー申し込み

③
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②読むゼミ・聴くゼミ
（セミナー抄録・音声）

セミナー開催翌日ま
でに掲載。「携帯音
楽プレーヤーにダウ
ンロードすれば、通
勤時間、出張時の新
幹線の中でも聞け
る」と好評です。

読むゼミ

聴くゼミ

セミナー抄録・資料を
開催後7～10営業日で

掲載。参加できなかっ
たセミナーもフォロー
できます。
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③経済予測、景気指標

月次GDP、短期予測では、日

本及び世界の景気の現状判断
を行い、足元から1年半先の景

気動向を予測、中期予測では
マクロ経済に加え5-10年先の

産業動向も合わせて予測します。
会員の皆様には詳細な予測値
の提供や説明を行っています。

海外景気の動きが一目でわかる世界景
気インデックスもご活用ください。

豊富なデータ・図表を掲載しています。

※12年4月から、民間エコノミスト約40名
による経済指標の予測値等を集計した
「ESPフォーキャスト調査」を掲載していま
す（詳細は⑪ご参照）。
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④研究リポート（その１）

●アジア研究

インドや中国など新興
国、ミャンマーなど新・
新興国経済に関する分
析、研究成果を年1回
公表しています。関連リ
ポートやコラムもタイム
リーに公表しています。

●政策提言シリーズ
2011年3月17日に東日本大

震災に関する緊急政策提言
を公表したのに続き、震災影
響やその克服策、エネル
ギー政策、社会保障・税改
革などについての分析・提言
を順次、公表しています。
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④研究リポート（その２）
●金融研究（年2回）
11年度は銀行決算を詳

細に分析し、銀行経営に
内在する課題について、
12年3月には「安定と成

長模索する金融市場－く
すぶる隠れ不良債権と通
貨不安」と題したリポート
をまとめました。

●Discussion Paper
研究員の自主研究論文
です。4月に「実質値下
げが招く「デフレの罠」
―原価・人件費抑制と

売り上げ低迷の悪循環
に 」を公表しました。
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⑤研究リポート（その３）
●経済百葉箱
当センター経済予測班が作成している独自のレポートです。現代社会におけるタイムリーな経済情
勢について、様々なテーマから初心者にでもわかりやすい視点を用いて分析しています。

＊番外編は企業・団体からの派遣研究生によるレポートで、初めて経済を学んだ方も参加して
います。学部１、２年生の方々にも読みやすい内容となっています。
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⑤学術誌
「日本経済研究」 年2回程度発行。日本有数の学術論文誌です。

1971年の1号か

ら、直近まで全文
をダウンロードで
きます。

「Asian Economic Policy Review（ＡＥＰＲ）」
年2回発行。アジア経済に関する諸問題を多角的に取り上げ、政策形成につながるメッ

セージを英文で世界に向けて発信します。

過去の論文がキーワード
検索できます。
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⑥多彩なコラム類
日経センター役員、研究員が、タイムリーな話題をテーマに、独自の視点、情報
を提供します。
（マクロ・国際・労働経済）岩田一政の万理一空／齋藤潤の経済バーズアイ／

小島明のGlobal Watch ／大竹文雄の経済脳を鍛える
（金融）深尾光洋の金融経済を読み解く
（政策）新井淳一の先を読む／竹中平蔵のポリシー・スクール
（地域経済）小峰隆夫の地域から見る日本経済
（環境）小林光のエコ買いな？
（インド経済）山田剛のINSIDE INDIA ←豊富なデータ（図表）も
（米・欧州経済）林秀毅の欧州債務危機リポート ／ 現地発・米国経済を読む
（金融市場）JCERアングル － 月曜10時便（前田昌孝・愛宕伸康）
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⑦会員参加型研究会
会員参加型の研究会として、「地域創造研究会※」を開催。研究
会の概要（講演内容など）を、ＨＰでご紹介しています。

議事録、
資料を

ダウン
ロードで
きます。

※2013年度は「地域とアジアをつなぐ架け橋研究会」を開催します。
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⑧英文サイト
経済予測や研究リポートの概要は英文でもご紹介しています。
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⑨ライブラリー・サービス
内外経済・産業の調査・予測に役立つ「経済専門図書館」です。
40年以上にわたって蓄積した蔵書は図書、統計などで６万冊を超え
ます。

ライブラリーの蔵書はホーム
ページから検索できます。

ライブラリースタッフによるレ
ファレンスサービスも承りま
すので、ご利用ください。
利用方法の詳細はHPをご
覧ください。

注）日本経済研究センター「ライブラリー」は東京・日本橋の茅場町別館にあります。
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⑩日本経済研究センター会報

【スマートフォンでもご覧になれます】

会員の皆様と日本経済研究セ
ンターをつなぐ機関誌です。11
年7月に冊子媒体から、ＷＥＢ
版に完全移行しました。

会報オリジナルの特集記事を
始め、人気コラム、研究リポー
ト、セミナー案内などで構成し
ています（月刊）。お好みの記
事だけをまとめて印刷し、マイ
資料としてご利用いただくこと
も可能です。

※セミナー案内（PDFパンフレット）や、人気コン

テンツをご紹介するアクセスランキングもご利用
ください。



⑪ESPフォーキャスト
• 社団法人経済企画協会の解散にともない、2012年4月よりESPフォーキャスト調査を、日本

経済研究センターが引き継ぎました。この調査は日本経済の将来予測を行っている民間エ
コノミスト約40名から日本の総合景気判断等について毎月集計し、今後の経済動向、景気
の持続性などについてのコンセンサスを明らかにするものです。

• センター会員は詳細版を閲覧いただけます。
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＜ご参考－その1＞日経・経済図書文化賞

日経・経済図書文化賞は、経済および経営・会計分野の学問、知識の向上に貢献す
るとともに、その一般普及・応用に寄与することを目的として、1958年（昭和33年）に設
立しました。
毎年11月3日に、日本経済新聞紙上及び日経センターホームページで受賞図書を発

表。ホームページには、受賞図書のご紹介（書評や受賞者コメント）のほか、これまでの
受賞図書一覧（PDF）も掲載しています。

2011年の
受賞図書

トップページ左列下
のこのバナーから
アクセス下さい。
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＜ご参考－その2＞受託研究・研修制度

●受託研究

「この分野の見通しをどう描けば
よいのか」 「調査・分析作業を誰
かにアウトソースしたい」――。
―ご要望があれば、ぜひご相談く

ださい。経験を積んだスタッフが、
問題解決への助言、研究プランの
ご提案にあたります。

●委託研修－OBは1400人以上
社・職員を1-2年お預かりし、経済

予測などの実践訓練を通して、論
理的判断力や経済・経営を見る目
を養う研修プログラムです。業種
を越えた人脈作りの場としても高く
評価されています。
HPでプログラムの内容をご紹介し
ています。


